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本市の食育の取組について

平成２１年
佐伯市食のまちづくり条例 制定

平成２２年
佐伯市食育推進計画 策定
現在、第４次佐伯市食育推進計画を推進中

〇佐伯市の食育は、健康増進だけではなく
食のまちづくりや人材育成など
実践的な活動に取り組んでいます。
そして、庁内各部署と連携し、食に関する様々な
活動を行っている方々と食育を進めています。
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本市の有機農業の取組経緯

令和元年度
佐伯市有機農業検討委員会 設置
さいきオーガニック憲章 制定

令和２年度
佐伯市有機農業推進計画 策定

令和３年度
農政課に有機農業推進係 設置

令和４年度
食と農のさいきオーガニック推進協議会 設立
佐伯市有機農業推進計画 改訂
オーガニックビレッジ宣言
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さいきオーガニックシティでの
有機農業の位置付け

より環境に配慮し、
自然に優しい栽培方法を推進する。
農産物は「食のオーガニック」にも活用する。

佐伯市長 田中利明 3



さいきオーガニックプロモーション動画
【私たちが紡ぐ 未来への 自然といのちの絆】

～有機農業への挑戦～
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有機農業を推進する課題

主な課題

○天候や病害虫の影響を受けやすい

○生産者が少なく、栽培方法も模索中

サポート体制が十分に整っていない

○隣接する田畑からの農薬の飛散流入

○販路の確保・拡大

○有機農業に適した土づくり

○慣行栽培農家との相互理解
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有機農業を推進するための５つの取り組み

（１）生産者の拡大と支援体制の充実

（２）有機農業に適した農地の集積、集約化

（３）有機農業に適した土づくりの推進

（４）有機農産物の販路開拓及び消費拡大

（５）本市の推進体制
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（１）生産者の拡大と支援体制の充実

〇有機農業相談員による技術助言の強化

おおいた有機農業研究会と委託契約を結び、相談員の派遣を受けている。
相談員の経験や有機ＪＡＳ認証基準を交え、アドバイスを行っていただいている。
また、本市の認証基準などについての助言もしていただいている。 7



（１）生産者の拡大と支援体制の充実

〇農政課 農業専門員による技術サポート
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農業専門員が市内の生産者を巡回し、技術面でのサポートを行っている。



（１）生産者の拡大と支援体制の充実

〇栽培技術向上のための研修会
及び各種イベントの充実

先進農家を招き研修会の開催 田畑で生産者同士の情報共有 9



（１）生産者の拡大と支援体制の充実

〇農福連携事業の推進

八尋健次氏を招き研修会の開催
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生産者とオーガニックパパを訪問



（１）生産者の拡大と支援体制の充実
〇有機農業者等の意見の反映

佐伯市有機農産物生産者協議会
（子どもと地域を守る有機の会） 給食センター栄養職員との研修
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（１）生産者の拡大と支援体制の充実

〇有機農業を取り組むための支援体制構築

ファーマアーズスクールでの研修 市職員、市民も参加した有機農業研修
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（１）生産者の拡大と支援体制の充実
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【数値目標】有機農業に取り組む農家数
基準値

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

有機農業に取り組む
農家数（戸） 9 20 30 64 76 88 100

有機ＪＡＳ認証取得
農家数（戸） 2 3 3 7 8 9 10

【数値目標】有機農業ほ場面積拡大
基準値

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

有機農業実践ほ場
面積（ha） 8.8 14.0 18.2 20.4 22.0 26.0 30.0

有機ＪＡＳ認証ほ場
面積（ha） 1.5 1.7 1.7 2.7 3.0 3.3 3.6

項目

項目

目標値実績

実績 目標値



（２）有機農業に適した農地の集積、集約化

〇有機農業モデル地区の設置及び支援

取組団体の打ち合わせ 有機栽培のための均平作業
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（３）有機農業に適した土づくりの推進

〇有機資源の循環利用による土づくりの推進

直川堆肥センター 牛フン堆肥散布

15



（４）有機農産物の販路開拓及び消費拡大
〇学校給食への有機農産物の供給強化

有機農産物の学校給食への供給量
令和３年度 有機米 約２t
令和４年度 有機米 約１０t 有機野菜 約５００kg
令和５年度 有機米 約２２t 有機野菜 約９００kg 16

田中市長が小学生に説明



（４）有機農産物の販路開拓及び消費拡大

〇有機農産物独自認証制度 さいきの恵み の導入

さいきの恵みロゴマーク さいきの恵み認証制度 説明会 17

さいきの恵みとは

豊かな自然に恵まれたさいきで

生産者が地域の環境に配慮して

化学合成農薬・化学肥料・

除草剤に頼らず

より自然に優しい栽培方法で

丹精込めて育てた

佐伯市認証の

農産物です



（４）有機農産物の販路開拓及び消費拡大

〇イベント等における有機農産物の活用

有機ＪＡＳ認証農家 有機ＪＡＳ認証農家＆農家レストラン
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さいきオーガニックマルシェ



(４）有機農産物の販路開拓及び消費拡大

〇学校給食への有機農産物の供給強化
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【数値目標】学校給食への有機農産物の供給量
基準値

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

有機農業（水稲）
面積（ha） 1.0 5.2 8.9 13.0 17.0 21.0 25.0

学校給食への有機栽培米
の供給量（ｔ） 2.0 10.9 22.0 31.2 44.2 58.8 75.0

学校給食への有機野菜の
供給量（ｔ） 0.2 0.5 0.9 4.8 7.2 9.6 12.0

項目
目標値実績



（５）有機農業の推進に関して必要な事項

〇有機農業の推進体制
・食と農のさいきオーガニック推進協議会
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（１）さいきオーガニックアドバイザー
オーガニックパパ 八尋健次氏
や組 山口タカ氏

（２）地域おこし協力隊
令和２年度～令和４年度 １名
令和５年２月～ ２名

（３）女島第二市民ふれあい農園
有機栽培の実践を行う市民農園
３８区画（１区画 ４５㎡）

特記事項

八尋健次氏

山口タカ氏
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（１）さいきオーガニックアドバイザー

特記事項
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オーガニックパパ
八尋 健次 氏

や組 山口タカ氏



（２）地域おこし協力隊

特記事項

毛利(元)協力隊
有機レンコンを栽培する半農半猫家

輿石協力隊
市内で研修や有機農業の実践を行う

毛利(元)協力隊
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（３）女島第二市民ふれあい農園

特記事項
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佐伯市 有機農業への挑戦

佐伯市 農林水産部 農政課

御清聴
ありがとうございました。


